
徳洲会グループは創設以来、都市部
での病院規模拡大と同時に、離島・へ
き地医療への取り組みや 24 時間 365
日の救急受け入れなど、既存の医療制
度の隙間にある弱者を救うべく、猛烈
な勢いで突き進んできました。その結
果、現在では日本最大級の民間医療グ
ループとして成長を続けています。
しかし、これが到達点ではありませ

ん。今の我々の姿は、あくまで急速な
拡大という「成長の一過程」に過ぎな
いのです。挑戦はここから始まると考
えています。いかにして私たちが持つ
エネルギーを「持続的な成長」へと進
化させていくか。今、私たちは大きな
転換点に立っていると言えます。

得意なことに集中できその力を
発揮できる場を用意するのが要

徳洲会は創成期から一貫して、他に
はない強みを武器として成長してきま
した。“ 断らない医療”を貫く覚悟、
全国どこへでも医療を届ける行動力、
多職種が一体となって患者さんに向き
合う現場力、そして離島・へき地など、
そもそも医療の提供が困難な地域や厳
しい経営環境になる地域でも、逃げず

に挑戦してきた歴史があります。これ
らは簡単に真似できるものではなく、
長年、積み重ねてきた徳洲会の財産な
のです。
一方で、規模が拡大すれば課題や弱

みが見えてくるのも事実です。人材不
足、経営のばらつき、地域差、業務の
非効率など、挙げればきりがありませ
ん。しかし私は、徳洲会の強みを最大
限に生かし、さらに伸ばすことで、結
果として弱みが必ずカバーされていく
と考えています。強い部分が組織全体
を牽

け ん

引
い ん

し、底上げしていくからです。
人も同じです。すべてを平均的に、

こなせる人間はいません。得意なこと
に集中し、その力を発揮できる場を用
意することが、組織としての成果を最
大化します。弱い部分は、他の誰かの
強みで補えばよいのです。互いの強み
を尊重し、組み合わせることで、個人
では到達できない高みに組織は到達で
きるはずです。
「成果を上げるには、人の強みを生
かさなければならない。弱みからは何
も生まれない」（ドラッカー著、『経営
者の条件』、1966 年原著刊行）。この
組織論は医療現場においても不変の真

理であると思います。我々の一人ひと
りの職員、そして個々の病院には、必
ず独自の「強み」があります。ある者
は高度な外科手術に長け、ある者は献
身的な看護に秀で、ある病院は救急医
療において圧倒的な対応力を誇ります。
徳洲会のリーダーが果たすべき使命は、
これら個々の強みを最大限に発揮でき
る環境を整えることです。
弱点を矯正し、瑕

か

疵
し

を除く。優等生
的指向からは、せいぜい現状維持の「平

へ い

庸
よ う

」しか生まれません。得意分野を磨
き上げ、それを最大限に伸ばすことに
よって、弱点をカバーし、組織全体の
価値を高めていく。これが徳洲会の新
しい成長の形と考えています。
強みを生かすことと、自身の欠点か

ら目を背けることは同義ではありませ
ん。むしろ、自らの「弱さ」や「至ら
ぬ点」を、客観的に分析する真

し ん

摯
し

な姿
勢が不可欠です。組織に綻

ほころ

びはないか。
肥大化した組織ゆえの硬直化、コミュ
ニケーションの断絶はないか。「徳洲
会なら何でもできる」という驕

お ご

りはな
いか──。自らの弱さを知るからこそ、
他の人の強みに頼ることもでき、チー
ムとしての結束が生まれます。

ネットワーク強化・人材育成・
デジタルと人間力の融合を推進

グループ内のネットワークの強化：
病院や徳洲会の特徴でもある各部会が
持つ強みを有機的に結びつけ、徳洲会
の治療に反映させる。
人材育成：才能を見出し新たな資格

を獲得させる教育へ。自らの強みが生
かされていると実感できる組織こそが、
最も高い生産性と効率性を生み出す。
デジタルと人間力の融合：DX（デ

ジタルトランスフォーメーション）に
よる業務の効率化を徹底する。生み出
された「時間」を、人にしかできない
「心の通う医療」に充てる。
徳洲会は急速に拡大していく成長過

程の一段階にあります。基盤を固める
ことができれば、その先には大きな飛
躍が待っています。過去の成功体験が
未来の足かせにならないように、自ら
を戒め、そして強みを正しく再認識し、
この巨大なグループを「持続的に進化
する組織体」へと変革していかなけれ
ばなりません。全ては、徳洲会を必要
とする患者さまのためにあります。
皆で頑張りましょう。

個の強みを組織の原動力として強みを最大化
弱みを最小化する運営が徳洲会の新成長戦略
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急速な拡大から「持続的進化」のステージへ

薬剤師実務シリーズに寄稿
福岡＆千葉西病院

訓練では、建
物の図面を用い
た詳細なシミュ
レーションを実
施。消防署職員
は同施設の構造
的特徴を解説しながら、火災が
起きた際の避難方法を示した。
とくに注目したのは、二重の

扉で区画された「特別避難階段」
と、その「前室」の存在。不燃
質の緩衝地帯である前室は、排
煙設備や非常用照明を備え、煙
の侵入を遮断する安全性の高い
空間であり、一時避難場所とし
て最適だ。また、建物全体が 1
〜 2 時間は火災に耐え得る耐火
構造であり、内装にも有害ガス
が発生しにくい素材が使用され
ていることなども共有した。
夜間帯の動きも考えた。勤務

する職員数が6〜7人と限られ、

車いすの利用者さんが多い同施
設では、全員を即座に屋外へ避
難させることは困難。そこで、
耐火構造や防煙区画を活用した
「一時待機」を避難の選択肢に
含めることが、人命を守るため
の現実的な方法と示した。
また、出火時にはすぐに居室

から出るのではなく、居室のド
アを閉めて遮煙を徹底すること
が重要。避難の優先順位では、
階段移動をともなう垂直避難で
はなく、安全な別区画へ移動す
る水平避難や、特別避難階段の
前室への避難を優先することで、
移動の渋滞を回避し、救命の可

特別養護老人ホーム逗子杜の郷（神奈川県）は12月9 日、逗子消防
署予防課職員を講師に招き、火災を想定した実戦的な防災訓練を実
施した。同訓練は、形式的な避難手順の確認にとどまらず、施設の
構造的特徴に基づいた現実的な防災戦略を構築することが目的だ。

能性を高めることを周知した。
田邉笑美子施設長は「これま

では全員を屋外に出さなければ
という不安がありましたが、建
物の構造を理解することで、構
造を信じて待機できるという心
理的安心感につながりました」
と総括。今後も、夜勤帯の初動
体制強化や地域連携を深め、利
用者さんの安全を守り抜くこと
を誓った。

新たな視点で防災訓練
建物構造を理解し対策

特養逗子杜の郷

厚生労働省所管の薬事審議会医薬品等安全対策部会は1月23日、指定濫用防
止医薬品8種を決定した。かぜ薬など一般医薬品（市販薬）を用途以外の目的で、
一度に大量に服用するオーバードーズが若者を中心に流行していることから、濫
用防止を目的に設定。従来「濫用等の恐れのある医薬品」としてきた「エフェドリン
（喘

ぜん

息
そ く

、かぜ薬）」、「コデイン（鎮痛薬、せき止め、下痢止め）」、「ジヒドロコデイン（鎮
痛薬、せき止め、下痢止め）」、「ブロモバレリル尿素（催眠、鎮静薬）」、「プソイドエ
フェドリン（鼻づまり薬）」、「メチルエフェドリン（せき止め、気管支拡張薬）」に加え、
新たに「デキストロメトルファン（せき止め）」と「ジフェンヒドラミン（抗ヒスタミン
薬）」を追加した。
これまでも薬局では濫用等の恐れのある医薬品の購入にあたっては、氏名や年
齢の確認、他店での販売状況の確認など行ってきたが、今後は使用者の状況の確
認、万が一濫用した場合の健康被害や依存性などデメリットの情報提供も行う。
濫用等の恐れのある医薬品購入者の24.5%が10代、37.4％が20代で、若年層が
圧倒的に多い。日本未承認の「エトミデート（鎮静薬、麻酔導
入剤）」を含むいわゆる「ゾンビたばこ」をスポーツ選手が吸引
した疑いがニュースにもなっており、健康だけでなく人生に
大きな影を落とすこともある。厚労省は薬局等に若者の濫
用を防ぐゲートキーパーになってほしい考えだ。

指定濫用防止医薬品

健康被害など情報提供も病気の
はなし

209
実際に建物の図面を見ながらシ
ミュレーション

消防署職員と施設内を歩き回り構
造的特徴を確認

されている。
第 4 版は、最新の薬学教育モ

デル・コア・カリキュラムに対
応した内容。渡邊部長は第 9 章
「薬学的管理」の「6. 臨床検査
値の活用」、三好主任は同章の
「5. 周産期医療・小児医療の薬
学的管理」を執筆した。
渡邊部長は「寄稿を依頼され

た際、周産期や小児については、
妊婦・授乳婦専門薬剤師、小児
薬物療法認定薬剤師の資格を
もっている三好主任を推薦しま

した。大学や臨床現場など教育
の場面でテキストとしても活用
されているシリーズ書籍に寄稿
できたことを光栄に思います」
と吐露。
三好主任は「とくに妊娠と薬

の基本については、“正しい知
識を広めたい”という強い思い
から、ページ数を予定よりも増
やしていただきました。本書を
きっかけに苦手意識を払しょく
してほしいという思いが詰まっ
ています」と力を込める。

福岡徳洲会病院の渡邊裕之・
薬剤部長と千葉西総合病院の
三好文子・薬剤部主任が寄稿し
た『新ビジュアル薬剤師実務シ
リーズ　上　薬剤師業務の基本
［知識・態度］　第 4 版』（羊土社）
が 12 月 25 日に刊行された。同
シリーズは薬剤師業務の基本知
識や技能を上・下巻で解説した
書籍。2008 年の初版から多く
の薬学生や新人薬剤師らに愛用

「寄稿を通じて薬剤師育成に貢献を」と渡邊部
長（左の写真）と三好主任
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